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色
々
な
機
会
に
、
経
営
者
の

方
と
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
物
事
あ
れ
こ
れ
考
え
る

の
だ
け
れ
ど
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
と
話
さ
れ
る

方
が
い
ま
す
。
私
は
約
20
年
前

に
会
社
の
社
長
に
な
り
、
当
時

社
員
10
名
位
の
会
社
で
し
た
が

現
在
は
一
万
人
を
超
え
る
グ
ル

ー
プ
会
社
の
取
締
役
会
長
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
小
さ

な
会
社
を
千
倍
に
し
た
わ
け
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で

き
る
経
営
者
は
な
か
な
か
い
な

い
と
は
思
い
ま
す
。

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
話

さ
れ
る
方
と
何
が
違
う
の
で
し

ょ
う
か
？
色
々
な
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
私
と
明
ら
か
に
違
う

な
と
思
う
こ
と
は
『
経
営
に
対

す
る
思
考
』
だ
と
思
い
ま
す
。

『
今
年
は
、
何
と
か
赤
字
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
で
き

れ
ば
５
～
10
％
ぐ
ら
い
会
社
を

伸
ば
し
た
い
』
。
す
る
と
『
赤

字
、
黒
字
』
と
意
識
し
『
10
％

成
長
』
と
意
識
す
る
訳
で
す
。

経
営
と
し
て
は
、
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
考
え
な
い
の
で
、
そ

れ
な
り
の
結
果
に
な
る
わ
け
で

す
。
『
絶
対
黒
字
』
と
願
っ
て

も
、
心
の
底
に
『
赤
字
が
心
配

』
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
考
え

が
作
用
す
れ
ば
、
赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
は
社
長
を
１
年
経
験
し
て

そ
の
時
に
会
社
の
成
長
を
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
『
私
が
こ

の
会
社
を
１
兆
円
売
り
上
げ
る

会
社
に
す
る
、
78
歳
の
時
ま
で

に
』
と
思
考
し
た
わ
け
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
一
兆
円
を
40

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
思考は実現化する 一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

年
で
割
る
と
年
間
２
５
０
億
円

の
売
り
上
げ
で
す
か
ら
こ
の
金

額
を
増
や
し
、
そ
れ
に
は
年
間

千
棟
の
建
物
を
増
や
し
、
出
店

10
店
舗
、
増
員
百
人
。
そ
の
た

め
に
は
経
常
利
益
率
10
％
く
ら

い
必
要
だ
。

そ
う
や
っ
て
、
思
考
を
数
字

に
置
き
換
え
て
、
常
に
数
字
を

意
識
し
て
経
営
し
ま
し
た
。
債

務
超
過
の
会
社
で
し
た
か
ら
、

資
金
面
で
大
変
心
配
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
沖
縄
方
言
の
『
な

ん
く
る
な
い
さ
』
的
な
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
思
考
で
進
ん
で
き
て
、
現

在
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
個
人
的
に
は
Ｉ
Ｑ
が

高
い
わ
け
で
も
な
く
、
ご
く
普

通
レ
ベ
ル
の
人
間
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
だ
け
の

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
企
業
の

力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
20
年
間
、
経
営
者

と
し
て
は
順
調
に
成
長
し
続
け

た
わ
け
で
は
な
く
、
山
あ
り
、

谷
あ
り
で
し
た
。
特
に
『
リ―

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
』
の
谷
の
時
に

は
、
会
社
の
存
続
も
危
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
社
長
に

な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
『
唱
え

れ
ば
、
叶
う
』
と
合
言
葉
の
よ

う
に
、
つ
ら
い
仕
事
に
向
か
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。人

間
一
人
一
人
波
動
を
持
っ

て
い
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
互
い

に
共
振
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大

き
い
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
と
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。
『
引
き
寄

せ
の
法
則
』
で
『
思
考
は
実
現

す
る
』
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第２期 西河技術経営塾入門講座沼田塾の開講

[西河技術経営学入門（第４期）講座]

敬愛大学・経済学部経営学科、国際学部

日本開発工学会の研究会と協賛



本
年
３
月
27
日
（
土
）
に
「
西
河
技

術
経
営
塾
入
門
講
座
（
沼
田
塾
）
」
を

開
講
し
た
。
２
期
生
の
受
講
者
は
５
名

で
あ
る
。
本
講
座
は
財
団
が
主
催
し
、

小
坂
建
設
㈱
が
協
賛
。
今
年
か
ら
沼
田

市
が
後
援
し
て
く
れ
た
。
小
坂
建
設
の

作
業
所
の
会
議
室
を
無
償
で
お
借
り
し

て
、
研
修
会
場
と
し
て
い
る
。

本
講
座
は
、
変
革
を
つ
く
る
「
技
術
経

営
学
」
を
学
び
、

豊
か
な
社
会
づ
く
り

に
取
組
む
こ
と
が
で
き
る
経
営
人
財
の

育
成
に
取
組
ん
で
い
る
。
財
団
が
研
究

し
て
い
る
実
務
に
役
立
つ
技
術
経
営
学

を
塾
生
に
教
示
す
る
こ
と
で
、
技
術
経

営
人
財
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

利
益
が
で
る
経
営
を
心
掛
け
、
地
域
の

人
財
の
安
定
雇
用
と
税
金
を
沢
山
払
え

る
企
業
に
し
、
地
方
を
元
気
に
す
る
取

り
組
み
を
実
践
す
る
。

受
講
生
の
当
講
座
に
対
す
る
期
待
と

抱
負
を
寄
稿
し
て
頂
い
た
。

方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

西
河
技
術
経
営
塾
は
半
年
間
の
短
い

期
間
で
す
が
、
塾
で
の
学
び
を
き
っ
か

け
に
経
営
の
勉
強
を
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
塾
で
培

っ
た
こ
と
を
仕
事
に
活
か
せ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

西河技術経営塾入門講座
西河技術経営塾入門講座（沼田塾）

沼沼田田塾塾２２期期生生 22002211..33～～88
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講
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の
抱
負
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技術経営人財を養成し、地方の企業を元気にする

第２期 西河技術経営塾入門講座沼田塾の開講

沼田塾は、経営を支えている技術の存在を学ぶことで、未来を見据えた戦略的技術経営に取り組むことが出来る経営人財を育成してい
る。技術経営学は、会社の未来を実践的に切り開くことができる未来学である。コトづくりも、モノづくりも、エンジニアリングが経営を支えて
いる。エンジニアリングは、経営を支える具現力である。企業理念、ビジネスモデル、中長期計画、市場創出は、エンジニアリングと関わり
合いを持つことで、機能している。アシスタント講師の小坂哲平小坂建設代表取締役が指導者となって事前に塾生と予習することで、入門
講座と言いながらも、実理融合を実践できる高度な学びの機会を提供している。
上記写真の左から、塾生の鳥山和浩、六本木勇治、土谷裕樹、講師の小平和一朗、塾生の村上俊英、水出修。

会会
社社
のの
方方
向向
性性
をを
考考
ええ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切

受受
講講
生生

鳥鳥
山山
和和
浩浩

私
は
、
別
の
経
営
勉
強
会
等
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
、
経
営
の
勉
強
に
対

し
て
抵
抗
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

沼
田
青
年
会
議
所
の
先
輩
か
ら
西
河
技

術
経
営
塾
が
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
い

た
際
に
は
迷
わ
ず
直
ぐ
に
申
込
書
を
書

い
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

３
月
か
ら
塾
が
始
ま
り
、
別
の
経
営

勉
強
会
で
学
ん
だ
こ
と
以
外
に
も
覚
え

る
こ
と
が
沢
山
あ
り
一
回
学
ん
だ
か
ら

終
わ
り
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
学
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
社
の
売
上
を
伸
ば
す
た
め

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
も

お
こ
な
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
会
社
の

自自
社社
のの
成成
長長
でで
地地
域域
のの
活活
性性
化化
にに
寄寄
与与

受受
講講
生生

水水
出出

修修

当
社
は
沼
田
市
で
建
設
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。
私
は
工
事
現
場
で
の
管
理

業
務
や
自
身
も
作
業
員
の
一
員
と
し
て

作
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
場
に
お
い
て
の
知
識
は
あ
り
ま
す

が
、
経
営
の
知
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
今
回
、
西
河
技
術
経
営
塾
受
講
の

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

当
社
で
は
社
長
と
専
務
が
共
に
財
団

雪雪国国アアググリリ株株式式会会社社課課長長 鳥鳥山山 和和浩浩

主催：一般財団法人アーネスト育成財団、協賛：小坂建設㈱、後援：沼田市
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、
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す
る
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組
み
を
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す
る
。
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の
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す
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期
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抱
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た
。

方
向
性
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る
こ
と
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大
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だ
と
思

い
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し
た
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西
河
技
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経
営
塾
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半
年
間
の
短
い

期
間
で
す
が
、
塾
で
の
学
び
を
き
っ
か

け
に
経
営
の
勉
強
を
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
塾
で
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っ
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こ
と
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仕
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に
活
か
せ
る
よ
う
に

努
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い
き
ま
す
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技術経営人財を養成し、地方の企業を元気にする

第２期 西河技術経営塾入門講座沼田塾の開講

沼田塾は、経営を支えている技術の存在を学ぶことで、未来を見据えた戦略的技術経営に取り組むことが出来る経営人財を育成してい
る。技術経営学は、会社の未来を実践的に切り開くことができる未来学である。コトづくりも、モノづくりも、エンジニアリングが経営を支えて
いる。エンジニアリングは、経営を支える具現力である。企業理念、ビジネスモデル、中長期計画、市場創出は、エンジニアリングと関わり
合いを持つことで、機能している。アシスタント講師の小坂哲平小坂建設代表取締役が指導者となって事前に塾生と予習することで、入門
講座と言いながらも、実理融合を実践できる高度な学びの機会を提供している。
上記写真の左から、塾生の鳥山和浩、六本木勇治、土谷裕樹、講師の小平和一朗、塾生の村上俊英、水出修。
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勉
強
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加
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あ
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あ
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を
書
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え
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す
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が
始
ま
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、
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経
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勉
強
会
で
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だ
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と
以
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に
も
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え
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と
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沢
山
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一
回
学
ん
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か
ら

終
わ
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で
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く
、
繰
り
返
し
学
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く
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切
だ
と
感
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ま
し
た
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ま
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、
会
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に
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ビ
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ネ
ス
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も
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沼
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建
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身
も
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の
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あ
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は
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く
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ま
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の
で
今
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西
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技
術
経
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塾
受
講
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お
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を
頂
き
ま
し
た
。
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で
は
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と
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団

雪雪国国アアググリリ株株式式会会社社課課長長 鳥鳥山山 和和浩浩

主催：一般財団法人アーネスト育成財団、協賛：小坂建設㈱、後援：沼田市
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と
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を
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、
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を
元
気
に
す
る
取

り
組
み
を
実
践
す
る
。

受
講
生
の
当
講
座
に
対
す
る
期
待
と

抱
負
を
寄
稿
し
て
頂
い
た
。

方
向
性
を
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こ
と
が
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だ
と
思
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し
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。

西
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塾
は
半
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間
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期
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で
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が
、
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で
の
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び
を
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っ
か

け
に
経
営
の
勉
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を
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き
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い

と
思
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。
そ
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、
こ
の
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で
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と
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よ
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技術経営人財を養成し、地方の企業を元気にする

第２期 西河技術経営塾入門講座沼田塾の開講

沼田塾は、経営を支えている技術の存在を学ぶことで、未来を見据えた戦略的技術経営に取り組むことが出来る経営人財を育成してい
る。技術経営学は、会社の未来を実践的に切り開くことができる未来学である。コトづくりも、モノづくりも、エンジニアリングが経営を支えて
いる。エンジニアリングは、経営を支える具現力である。企業理念、ビジネスモデル、中長期計画、市場創出は、エンジニアリングと関わり
合いを持つことで、機能している。アシスタント講師の小坂哲平小坂建設代表取締役が指導者となって事前に塾生と予習することで、入門
講座と言いながらも、実理融合を実践できる高度な学びの機会を提供している。
上記写真の左から、塾生の鳥山和浩、六本木勇治、土谷裕樹、講師の小平和一朗、塾生の村上俊英、水出修。
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あ
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、
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当
社
で
は
社
長
と
専
務
が
共
に
財
団

雪雪国国アアググリリ株株式式会会社社課課長長 鳥鳥山山 和和浩浩

主催：一般財団法人アーネスト育成財団、協賛：小坂建設㈱、後援：沼田市



の
西
河
技
術
経
営
塾
で
大
変
お
世
話
に

な
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
当
社
を

成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
も
経
営
に
つ
い
て
の
知
識
や
姿
勢

等
の
教
え
を
学
び
、
自
身
の
能
力
を
向

上
さ
せ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
、
更
な
る
発
展

の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。自

社
を
成
長
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
、
貢
献
等
が
出
来
る
会

社
と
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

西河技術経営塾入門講座 沼沼田田塾塾２２期期生生 22002211..33～～88

西河技術経営塾入門講座（沼田塾）
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経経
営営
学学
をを
活活
かか
しし
事事
業業
のの
発発
展展
にに
繋繋
ぐぐ

受受
講講
生生

土土
谷谷
裕裕
樹樹

今
関
東
を
中
心
に
個
人
事
業
主
で
排

煙
窓
の
開
閉
装
置
の
取
り
付
け
工
事
を

し
て
お
り
ま
す
。

自
分
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
時
に

西
河
技
術
経
営
塾
入
門
講
座
の
話
を
頂

き
、
実
際
に
自
分
は
経
営
と
言
う
も
の

を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
良
い

に
お
い
て
観
光
業
界
は
大
打
撃
を
受
け

て
お
り
、
経
営
や
事
業
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
際
に
経
営
塾
に
お
声
か
け
を

い
た
だ
い
た
。

受
講
す
る
中
で
あ
ら
た
め
て
弊
社
の

経
営
を
一
か
ら
見
直
す
中
で
、
自
分
た

ち
の
強
み
や
、
弱
み
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
社
内
で
も
情
報
共
有
や
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
る
事
を
実
感
し
て
い
る
。

尾
瀬
地
域
の
再
生
を
リ
ー
ド
す
る

特
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

小
平
先
生
か
ら
「
会
社
の
中
で
は
父
親

を
社
長
と
呼
び
、
そ
の
よ
う
に
接
す
る

こ
と
が
大
切
だ
」
と
い
う
ご
指
導
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
円
滑
に
な
り
今
ま
で
動
か
な
か
っ

た
社
内
の
事
業
が
動
き
始
め
、
そ
れ
が

お
客
様
の
笑
顔
や
満
足
度
に
変
わ
っ
て

い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
知
識
や
精
神
を
高
め
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
拓
き
、
必
要

と
さ
れ
る
尾
瀬
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

寺寺
もも
地地
域域
もも
大大
きき
くく
飛飛
躍躍
ささ
せせ
るる

「
寺
は
地
域
と
共
に
成
長
し
て
い

く
も
の
、
ど
ち
ら
か
だ
け
で
は
長
続

き
し
な
い
」
と
私
は
考
え
て
お
り
、

理
想
実
現
の
た
め
に
西
河
技
術
経
営

塾
で
経
営
の
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
寺
院
経
営
の

基
礎
と
し
て
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

に
同
期
の
仲
間
と
共
に
学
ば
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
寺
も
地
域

も
十
倍
、
百
倍
、
千
倍
と
大
き
く
飛

躍
し
て
ま
い
り
ま
す
。

父父
をを
社社
長長
とと
呼呼
ぶぶ
ここ
とと
でで
事事
業業
がが
動動
くく

受受
講講
生生

六六
本本
木木
勇勇
治治

群
馬
県
片
品
村
に
あ
る
弊
社
は
、
尾

瀬
国
立
公
園
や
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸

倉
か
ら
近
く
四
季
を
通
し
て
様
々
な
自

然
体
験
学
習
が
で
き
る
宿
泊
施
設
と
し

て
50
年
以
上
営
ん
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

経
験
に
な
る
と
思
い
受
講
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

今
ま
で
勉
強
ら
し
い
こ
と
も
何
も
し

て
き
て
な
い
自
分
で
す
が
、
技
術
経
営

を
学
ん
で
今
の
状
況
を
一
歩
一
歩
前
に

進
ん
で
行
き
た
い
、
そ
し
て
今
個
人
事

業
主
で
、
少
人
数
で
工
事
を
メ
イ
ン
で

や
っ
て
い
ま
す
が
、
経
営
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
を
勉
強
し
て
色
々
と
繋
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
自
分
で
自
分
の
成
長
、
会

社
の
成
長
を
目
指
し
て
、
な
る
べ
く
多

く
の
物
を
活
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉吉祥祥寺寺副副住住職職 村村上上 俊俊英英

ヒヒロロ工工業業代代表表 土土谷谷 裕裕樹樹

尾尾瀬瀬パパーーククホホテテルルデディィレレククタターー 六六本本木木 勇勇治治

学学
びび
をを
寺寺
院院
経経
営営
にに
生生
かか
すす

受受
講講
生生

村村
上上
俊俊
英英

地
元
の
尊
敬
す
る
先
輩
か
ら
、
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
西
河
技
術
経
営

塾
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。寺

院
も
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、

社
員
の
方
、
パ
ー
ト
の
方
と
共
に
日

々
の
業
務
に
励
ん
で
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
経
営
の
勉
強
を
し
て
お
く

こ
と
は
大
切
な
事
と
考
え
入
塾
い
た

し
ま
し
た
。

小小坂坂建建設設株株式式会会社社取取締締役役 水水出出 修修
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モモノノづづくくりり日日本本ののたためめのの学学問問化化

開発工学会「技術経営学」研究会（第１回）

設
立
以
来
、
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財
団

は
、
経
営
人
財
の
育
成
に
西
河
技
術
経

営
塾
を
開
塾
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

『
西
河
技
術
経
営
学
入
門
』(

注
１
）
は

そ
の
塾
で
の
成
果
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
研
究
会
は
、
こ
の
本
に
従
っ

て
進
め
て
い
く
。
同
じ
内
容
を
研
究
会

で
報
告
し
て
も
し
か
た
な
い
の
で
、
少

々
で
も
発
展
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
。

「
西
河
」
と
し
た
の
は
、
西
河
技
術

経
営
塾
で
の
成
果
を
知
見
と
し
て
整
理

し
た
。
財
団
独
自
の
経
営
に
対
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
と
同
塾
の
特
徴
を
書
き
込
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
日

本
の
た
め
に
は
「
技
術
経
営
」
の
学
問

化
が
必
要
と
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
だ
。

今
回
の
研
究
会
の
目
的
は
「
技
術
経

営
学
」
に
し
よ
う
が
あ
る
。
西
河
技
術

経
営
学
入
門
と
技
術
経
営
学
の
間
に
、

経
営
学
と
技
術
経
営
が
あ
る
。
（
図
１

参
照
）
そ
う
い
う
中
で
技
術
経
営
の
学

問
化
が
あ
る
。

西
河
技
術
経
営
学
お
特
徴
を
５
つ
に

整
理
し
た
。
一
つ
に
実
践
で
役
立
つ
技

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
でで
のの
成成
果果
のの
整整
理理

術
経
営
が
あ
る
。
次
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。
技
術
を
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

３
つ
目
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
が
あ
る
。
４
つ
目
に
お
金
は
経
営
の

血
液
で
あ
る
。
会
計
数
値
で
経
営
を
管

理
す
る
を
学
ぶ
。
経
営
の
健
康
管
理
に

は
会
計
数
値
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点

で
あ
る
。
数
値
目
標
か
ら
、
戦
略
を
組

み
立
て
る
や
り
方
を
指
導
す
る
。

最
後
に
技
術
に
嘘
を
つ
く
こ
と
は
出

来
な
い
が
あ
る
。
「
誠
実
な
技
術
経
営

人
財
を
育
成
す
る
」
と
は
余
り
い
わ
な

い
が
「
技
術
に
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
き

な
い
」
を
学
ぶ
。

中中
長長
期期
経経
営営
計計
画画
でで
未未
来来
をを
描描
くく

未
来
は
予
測
す
る
の
で
は
な
く
、
未

来
は
つ
く
る
も
の
で
あ
る
と
教
え
る
。

未
来
を
つ
く
る
、
つ
く
る
に
は
「
ア
ー

ト
（
描
く
）
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る

が
、
ま
さ
に
未
来
を
創
成
す
る
。

①
夢
は
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く

描
き
切
る
も
の
。
②
「
３
現
主
義
」
で

行
動
、
正
し
い
方
向
へ
と
自
社
を
誘
導

す
る
。
３
現
主
義
と
は
現
場
、
現
実
、

現
状
の
「
現
」
で
あ
る
。
③
間
違
え
が

間
違
え
に
な
ら
ぬ
う
ち
に
軌
道
を
修
正

図図２２ 中中長長期期経経営営計計画画でで未未来来をを描描くく（（アアーートト））

日日本本開開発発工工学学会会のの研研究究会会とと協協賛賛
現
場
が
求
め
る
技
術
経
営
学

未来を予測する

未来をつくる

『西河技術経営学入門』

『技術経営学』

『経営学』

＜＜本本研研究究会会のの目目的的＞＞

『技術経営』

図図１１ 研研究究会会はは「「技技術術経経営営学学」」ををめめざざすす

「「
西西
河河
技技
術術
経経
営営
学学
」」
のの
５５
つつ
のの
特特
徴徴

中
小
企
業
経
営
者
が
役
立
つ
経
営
知
見
の
整
理

「「技技術術経経営営学学」」はは、、モモノノづづくくりりややココトトづづくくりりにに関関わわるる経経営営者者ににととっってて重重要要なな知知識識ででああるる。。財財団団はは「「技技術術経経
営営学学」」のの学学問問化化にに取取組組むむ。。社社会会経経験験のの無無いい大大学学生生がが「「技技術術経経営営学学」」をを学学べべばば、、経経営営ににおおけけるる技技術術のの役役割割がが理理
解解ででききるるににああるる。。時時代代をを超超ええるる知知識識のの集集積積化化ここそそ、、研研究究のの目目指指すすととこころろ。。財財団団はは日日本本開開発発工工学学会会（（馬馬場場玄玄式式
会会長長）） のの「「技技術術経経営営学学」」研研究究会会（（主主査査：：小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事））をを協協賛賛すするる。。22002211年年４４月月５５日日にに第第１１回回目目とと
ななるる研研究究会会ををZZoooommでで開開催催ししたた。。上上記記写写真真はは、、ZZoooommをを使使っってて講講演演中中のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事ででああるる。。

（注1）西河、小平、淺野、杉本(2020)『西河「技術経営学」入門』芙蓉書房出版
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図図２２ 中中長長期期経経営営計計画画でで未未来来をを描描くく（（アアーートト））
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が
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図図１１ 研研究究会会はは「「技技術術経経営営学学」」ををめめざざすす
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経
営
者
が
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経
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の
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「「技技術術経経営営学学」」はは、、モモノノづづくくりりややココトトづづくくりりにに関関わわるる経経営営者者ににととっってて重重要要なな知知識識ででああるる。。財財団団はは「「技技術術経経
営営学学」」のの学学問問化化にに取取組組むむ。。社社会会経経験験のの無無いい大大学学生生がが「「技技術術経経営営学学」」をを学学べべばば、、経経営営ににおおけけるる技技術術のの役役割割がが理理
解解ででききるるににああるる。。時時代代をを超超ええるる知知識識のの集集積積化化ここそそ、、研研究究のの目目指指すすととこころろ。。財財団団はは日日本本開開発発工工学学会会（（馬馬場場玄玄式式
会会長長）） のの「「技技術術経経営営学学」」研研究究会会（（主主査査：：小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事））をを協協賛賛すするる。。22002211年年４４月月５５日日にに第第１１回回目目とと
ななるる研研究究会会ををZZoooommでで開開催催ししたた。。上上記記写写真真はは、、ZZoooommをを使使っってて講講演演中中のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事ででああるる。。

（注1）西河、小平、淺野、杉本(2020)『西河「技術経営学」入門』芙蓉書房出版
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モモノノづづくくりり日日本本ののたためめのの学学問問化化

開発工学会「技術経営学」研究会（第１回）

設
立
以
来
、
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財
団

は
、
経
営
人
財
の
育
成
に
西
河
技
術
経

営
塾
を
開
塾
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

『
西
河
技
術
経
営
学
入
門
』(

注
１
）
は

そ
の
塾
で
の
成
果
を
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
研
究
会
は
、
こ
の
本
に
従
っ

て
進
め
て
い
く
。
同
じ
内
容
を
研
究
会

で
報
告
し
て
も
し
か
た
な
い
の
で
、
少

々
で
も
発
展
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
。

「
西
河
」
と
し
た
の
は
、
西
河
技
術

経
営
塾
で
の
成
果
を
知
見
と
し
て
整
理

し
た
。
財
団
独
自
の
経
営
に
対
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
と
同
塾
の
特
徴
を
書
き
込
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
日

本
の
た
め
に
は
「
技
術
経
営
」
の
学
問

化
が
必
要
と
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
取

り
組
ん
だ
。

今
回
の
研
究
会
の
目
的
は
「
技
術
経

営
学
」
に
し
よ
う
が
あ
る
。
西
河
技
術

経
営
学
入
門
と
技
術
経
営
学
の
間
に
、

経
営
学
と
技
術
経
営
が
あ
る
。
（
図
１

参
照
）
そ
う
い
う
中
で
技
術
経
営
の
学

問
化
が
あ
る
。

西
河
技
術
経
営
学
お
特
徴
を
５
つ
に

整
理
し
た
。
一
つ
に
実
践
で
役
立
つ
技

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
でで
のの
成成
果果
のの
整整
理理

術
経
営
が
あ
る
。
次
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
。
技
術
を
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

３
つ
目
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
が
あ
る
。
４
つ
目
に
お
金
は
経
営
の

血
液
で
あ
る
。
会
計
数
値
で
経
営
を
管

理
す
る
を
学
ぶ
。
経
営
の
健
康
管
理
に

は
会
計
数
値
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点

で
あ
る
。
数
値
目
標
か
ら
、
戦
略
を
組

み
立
て
る
や
り
方
を
指
導
す
る
。

最
後
に
技
術
に
嘘
を
つ
く
こ
と
は
出

来
な
い
が
あ
る
。
「
誠
実
な
技
術
経
営

人
財
を
育
成
す
る
」
と
は
余
り
い
わ
な

い
が
「
技
術
に
嘘
を
つ
く
こ
と
が
で
き

な
い
」
を
学
ぶ
。
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が
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ななるる研研究究会会ををZZoooommでで開開催催ししたた。。上上記記写写真真はは、、ZZoooommをを使使っってて講講演演中中のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事ででああるる。。

（注1）西河、小平、淺野、杉本(2020)『西河「技術経営学」入門』芙蓉書房出版
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特
別
寄
稿

第
５
回

中
国
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
世
界
に
先

駆
け
て
解
決
し
、
そ
の
後
の
経
済
の

立
て
直
し
で
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
る
。
併
せ
て
、
軍
事
力
も
増
強
さ

れ
、
尖
閣
、
台
湾
と
身
近
な
と
こ
ろ

で
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

中
国
は
、
こ
の
ま
ま
成
長
を
持
続

す
る
と
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

で
米
国
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
経
済

大
国
に
な
る
と
の
予
測
が
、
現
実
味

を
帯
び
始
め
て
い
る
。
（
注
２
）

中
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
に
占
め
る
割

合
は
18
％
に
も
な
っ
て
お
り
、
世
界

は
消
費
動
向
や
革
新
的
技
術
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
市
場
と
し
て
中
国

を
注
目
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

米
欧
の
識
者
は
、
「
中
国
が
豊
か
に

な
れ
ば
自
然
と
民
主
化
す
る
」
と
考

え
て
い
た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。米

中
対
立
で
米
国
が
対
抗
策
を
講

じ
て
も
、
効
果
が
出
て
い
な
い
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時

代
の
追
加
関
税
、
香
港
の
民
主
主
義

の
排
除
問
題
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
機
器

の
使
用
禁
止
な
ど
。
結
果
的
に
全
く

異
な
る
政
治
的
な
抑
圧
と
経
済
の
活

況
が
、
不
思
議
に
も
両
立
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
（
注
３
）

米
ソ
冷
戦
時
代
と
は
そ
の
構
造
が

異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
経

済
交
流
で
は
西
側
の
国
々
と
中
国
と

は
、
緊
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実

際
、
香
港
の
反
民
主
化
の
動
き
に
対

し
て
、
「
域
外
か
ら
10
兆
ド
ル
も
の

投
資
資
金
が
流
入
す
る
香
港
で
自
由

主
義
が
幕
を
閉
じ
れ
ば
、
恐
慌
や
資

本
流
出
が
起
き
る
」
と
予
測
し
て
い

た
。
そ
の
予
測
に
反
し
て
、
香
港
取

引
所
で
は
中
国
主
要
企
業
の
新
規
株

式
公
開
に
米
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ

ー
や
米
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
な

ど
が
引
受
数
上
位
に
入
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
欧
米
か
ら
中
国
企
業
に

莫
大
な
資
金
が
入
っ
て
い
る
。
中
国

の
国
家
資
本
主
義
を
欧
米
が
支
え
て

い
る
。
（
注
４
）

日
本
も
ま
た
中
国
な
し
に
企
業
活

動
が
で
き
な
い
現
実
に
あ
る
。
２
０

２
０
年
度
の
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
日
本
の
輸
出
に
占
め
る
中
国
の

比
率
は
22
・
９
％
と
米
国
を
抜
い
て

い
る
。
中
国
は
、
日
本
の
最
大
の
顧

客
で
あ
る
。
輸
入
額
で
も
前
年
度
よ

り
４
・
１
％
増
え
て
、
27
・
０
％
と

な
っ
た
。
日
本
は
、
中
国
と
の
輸
出

入
実
績
を
み
て
も
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
て
、
相
互
に
助
け
あ
っ
て
成
長
し

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
は
、

中
国
と
の
交
流
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

う
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
近
年
の
中
国
の
動
き
を

み
る
と
、
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
。

安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
独
裁

国
家
中
国
の
習
主
席
は
、
『
東
昇
西

降
』
を
力
説
し
、
２
０
５
０
年
に
は

世
界
最
強
国
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。
「
富
国
強
兵
」
の
路
線

を
と
る
と
い
う
。
（
注
５
）
衝
突
な

く
、
こ
の
緊
張
を
い
か
に
和
ら
げ
る

か
が
日
本
の
課
題
だ
と
思
う
。

（
専
務
理
事

小
平

和
一
朗
）

全全くく異異ななるる「「政政治治的的なな抑抑圧圧」」とと「「経経済済のの活活況況」」がが両両立立

中
国
は
日
本
の
最
大
の
顧
客

す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
④
次
世
代

に
通
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ

ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
。
最
後
に
⑤
技
術

と
市
場
を
繋
ぐ
企
業
と
な
る
た
め
の
道

筋
を
つ
く
る
の
５
段
階
で
取
組
む
。

（注2）ウイリアム・ブラトン(2021.4.3)『Asiaを読む 中国企業封じ込め、逆効果』日本経済新聞社、（注3）日本経済新聞
(2020.9.30)『改革The論点 新政権に望む「増やせデジタル新世代」東京都副知事宮坂学氏』、（注4）The Economist(2021.3.23)『中
国と対峙するための条件(3.20）』日本経新聞社、（注5）秋田浩之(2021.3.27)『強固な中国変わらない』日本経済新聞社

「「西西河河経経営営学学」」研研究究会会 2021.4.05

「西河経営学」研究（第1回）

木木
下下
智智
雄雄
・・
研
究
所
に
勤
め
て
、
保
険

関
連
の
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
。
技
術

経
営
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
適
用
を
考
え

て
い
き
た
い
。
簡
単
に
保
険
の
技
術
に

つ
い
て
話
し
を
し
た
い
。
投
資
理
論
な

ど
、
こ
こ
数
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
流

れ
は
大
き
く
、
い
ま
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
な
ど
か
ら
情
報
を
取
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
者
が
学
問
化
を
望

ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
何
か

で
き
た
ら
良
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
研

究
会
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

木木下下智智雄雄
東東京京海海上上研研究究所所主主席席研研究究員員

【【
意意
見見
交交
換換
】】
（
一
部
の
み
掲
載
）

前前
田田
光光
幸幸
・・
今
日
は
イ
ン
ト
ロ
と
い
う

こ
と
で
。
将
来
こ
う
な
っ
た
ら
良
い
な

と
い
う
こ
と
を
話
し
た
い
。
技
術
経
営

、
工
学
系
の
先
生
が
Ｒ
＆
Ｄ
理
論
や
知

財
論
に
軸
足
を
置
い
て
技
術
経
営
論
を

展
開
し
経
営
の
観
点
が
抜
け
た
。
社
会

学
系
の
先
生
も
工
学
系
の
先
生
も
経
営

を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。
教
育
を
受
け

る
ほ
う
は
腹
に
落
ち
な
い
。
「
西
河
技

術
経
営
学
入
門
」
を
更
に
肉
付
け
を
し

て
新
た
な
観
点
で
加
え
る
。
そ
う
い
う

場
に
２
年
間
色
々
な
人
を
集
め
て
つ
く

り
上
げ
る
と
良
い
。

前前田田光光幸幸 エエネネルルギギーー＆＆イイノノ
ベベーーシショョンン研研究究所所代代表表

小小
山山
武武
志志
・・
Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
駒
沢
大
学
で
講
師
を
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ａ

は
大
企
業
向
け
で
中
小
企
業
で
役
に
立

つ
こ
と
は
少
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
は
お
金

が
か
か
る
。
正
規
の
経
営
管
理
シ
ス
テ

ム
を
入
れ
る
と
何
億
円
か
か
る
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
お
金
が
か

か
る
。
講
演
、
モ
ノ
づ
く
り
だ
け
で
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
話
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
。
お

役
に
立
て
る
よ
う
な
話
が
で
き
ま
し
た

ら
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小小山山武武志志
駒駒沢沢大大学学大大学学院院非非常常勤勤講講師師
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特
別
寄
稿

第
５
回

中
国
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
世
界
に
先

駆
け
て
解
決
し
、
そ
の
後
の
経
済
の

立
て
直
し
で
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
る
。
併
せ
て
、
軍
事
力
も
増
強
さ

れ
、
尖
閣
、
台
湾
と
身
近
な
と
こ
ろ

で
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

中
国
は
、
こ
の
ま
ま
成
長
を
持
続

す
る
と
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

で
米
国
を
抜
い
て
世
界
最
大
の
経
済

大
国
に
な
る
と
の
予
測
が
、
現
実
味

を
帯
び
始
め
て
い
る
。
（
注
２
）

中
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
に
占
め
る
割

合
は
18
％
に
も
な
っ
て
お
り
、
世
界

は
消
費
動
向
や
革
新
的
技
術
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
市
場
と
し
て
中
国

を
注
目
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

米
欧
の
識
者
は
、
「
中
国
が
豊
か
に

な
れ
ば
自
然
と
民
主
化
す
る
」
と
考

え
て
い
た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。米

中
対
立
で
米
国
が
対
抗
策
を
講

じ
て
も
、
効
果
が
出
て
い
な
い
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
時

代
の
追
加
関
税
、
香
港
の
民
主
主
義

の
排
除
問
題
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
機
器

の
使
用
禁
止
な
ど
。
結
果
的
に
全
く

異
な
る
政
治
的
な
抑
圧
と
経
済
の
活

況
が
、
不
思
議
に
も
両
立
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
（
注
３
）

米
ソ
冷
戦
時
代
と
は
そ
の
構
造
が

異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
経

済
交
流
で
は
西
側
の
国
々
と
中
国
と

は
、
緊
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実

際
、
香
港
の
反
民
主
化
の
動
き
に
対

し
て
、
「
域
外
か
ら
10
兆
ド
ル
も
の

投
資
資
金
が
流
入
す
る
香
港
で
自
由

主
義
が
幕
を
閉
じ
れ
ば
、
恐
慌
や
資

本
流
出
が
起
き
る
」
と
予
測
し
て
い

た
。
そ
の
予
測
に
反
し
て
、
香
港
取

引
所
で
は
中
国
主
要
企
業
の
新
規
株

式
公
開
に
米
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ

ー
や
米
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
な

ど
が
引
受
数
上
位
に
入
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
欧
米
か
ら
中
国
企
業
に

莫
大
な
資
金
が
入
っ
て
い
る
。
中
国

の
国
家
資
本
主
義
を
欧
米
が
支
え
て

い
る
。
（
注
４
）

日
本
も
ま
た
中
国
な
し
に
企
業
活

動
が
で
き
な
い
現
実
に
あ
る
。
２
０

２
０
年
度
の
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
日
本
の
輸
出
に
占
め
る
中
国
の

比
率
は
22
・
９
％
と
米
国
を
抜
い
て

い
る
。
中
国
は
、
日
本
の
最
大
の
顧

客
で
あ
る
。
輸
入
額
で
も
前
年
度
よ

り
４
・
１
％
増
え
て
、
27
・
０
％
と

な
っ
た
。
日
本
は
、
中
国
と
の
輸
出

入
実
績
を
み
て
も
緊
密
な
関
係
に
あ

っ
て
、
相
互
に
助
け
あ
っ
て
成
長
し

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
は
、

中
国
と
の
交
流
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま

う
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
近
年
の
中
国
の
動
き
を

み
る
と
、
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
見
直
し
も
必
要
に
な
る
。

安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
独
裁

国
家
中
国
の
習
主
席
は
、
『
東
昇
西

降
』
を
力
説
し
、
２
０
５
０
年
に
は

世
界
最
強
国
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
る
。
「
富
国
強
兵
」
の
路
線

を
と
る
と
い
う
。
（
注
５
）
衝
突
な

く
、
こ
の
緊
張
を
い
か
に
和
ら
げ
る

か
が
日
本
の
課
題
だ
と
思
う
。

（
専
務
理
事

小
平

和
一
朗
）

全全くく異異ななるる「「政政治治的的なな抑抑圧圧」」とと「「経経済済のの活活況況」」がが両両立立

中
国
は
日
本
の
最
大
の
顧
客

す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
④
次
世
代

に
通
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ

ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
。
最
後
に
⑤
技
術

と
市
場
を
繋
ぐ
企
業
と
な
る
た
め
の
道

筋
を
つ
く
る
の
５
段
階
で
取
組
む
。

（注2）ウイリアム・ブラトン(2021.4.3)『Asiaを読む 中国企業封じ込め、逆効果』日本経済新聞社、（注3）日本経済新聞
(2020.9.30)『改革The論点 新政権に望む「増やせデジタル新世代」東京都副知事宮坂学氏』、（注4）The Economist(2021.3.23)『中
国と対峙するための条件(3.20）』日本経新聞社、（注5）秋田浩之(2021.3.27)『強固な中国変わらない』日本経済新聞社

「「西西河河経経営営学学」」研研究究会会 2021.4.05

「西河経営学」研究（第1回）

木木
下下
智智
雄雄
・・
研
究
所
に
勤
め
て
、
保
険

関
連
の
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
。
技
術

経
営
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
適
用
を
考
え

て
い
き
た
い
。
簡
単
に
保
険
の
技
術
に

つ
い
て
話
し
を
し
た
い
。
投
資
理
論
な

ど
、
こ
こ
数
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
流

れ
は
大
き
く
、
い
ま
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
な
ど
か
ら
情
報
を
取
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
者
が
学
問
化
を
望

ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
何
か

で
き
た
ら
良
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
研

究
会
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

木木下下智智雄雄
東東京京海海上上研研究究所所主主席席研研究究員員

【【
意意
見見
交交
換換
】】
（
一
部
の
み
掲
載
）

前前
田田
光光
幸幸
・・
今
日
は
イ
ン
ト
ロ
と
い
う

こ
と
で
。
将
来
こ
う
な
っ
た
ら
良
い
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と
い
う
こ
と
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た
い
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Ｒ
＆
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経
営
の
観
点
が
抜
け
た
。
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会
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の
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生
も
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の
先
生
も
経
営

を
や
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た
こ
と
が
な
い
。
教
育
を
受
け

る
ほ
う
は
腹
に
落
ち
な
い
。
「
西
河
技

術
経
営
学
入
門
」
を
更
に
肉
付
け
を
し

て
新
た
な
観
点
で
加
え
る
。
そ
う
い
う

場
に
２
年
間
色
々
な
人
を
集
め
て
つ
く

り
上
げ
る
と
良
い
。
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Ｂ
Ａ
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Ａ
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で
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と
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と
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に
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入
れ
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と
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。
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築
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モ
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づ
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サ
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ビ
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イ
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ベ
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と
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た
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に
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て
る
よ
う
な
話
が
で
き
ま
し
た

ら
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小小山山武武志志
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敬敬愛愛大大学学・・技技術術経経営営学学

会会
社社
利利
益益
とと
社社
員員
のの
幸幸
福福
をを
実実
現現

日
本
の
企
業
の
多
く
は
、
経
営
の
中

心
に
社
員
を
置
い
て
い
る
。
米
国
型
の

企
業
の
多
く
は
経
営
の
中
心
に
株
主
を

置
い
て
い
る
。
日
本
で
は
大
学
を
卒
業

す
る
と
就
職
を
す
る
と
い
い
な
が
ら
、

会
社
選
び
を
し
て
就
社
す
る
。
職
種
は

ど
う
で
も
良
く
、
良
い
会
社
に
入
る
こ

と
が
目
的
に
な
っ
て
い
る
。
終
身
雇
用

を
前
提
と
し
た
会
社
選
び
を
、
能
力
主

義
と
言
い
な
が
ら
今
も
し
て
い
る
。

日
本
の
経
営
者
は
事
業
撤
退
の
時
、

リ
ス
ト
ラ
と
い
わ
れ
る
従
業
員
の
削
減

を
避
け
て
、
職
種
転
換
の
た
め
の
教
育

を
従
業
員
と
共
に
取
り
組
む
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
日
本
的
な
良
さ

を
失
い
つ
つ
あ
る
が
、
従
業
員
重
視
の

経
営
は
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
企
業
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。

従従
業業
員員
をを
大大
切切
にに
すす
るる
日日
本本
型型
経経
営営

日
本
の
多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で

き
た
日
本
型
経
営
で
は
、
従
業
員
を
大

切
に
す
る
経
営
に
取
組
ん
で
き
た
。

海
外
投
資
家
か
ら
は
、
株
主
重
視
の

経
営
を
求
め
ら
れ
る
。
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
状
況
下
で
、

社
員
の
幸
福
を
追
求
す
る
経
営
の
重
要

性
を
説
き
、
い
か
に
継
続
的
に
日
本
的

経
営
の
良
さ
を
維
持
す
る
か
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
。

日日
本本
型型
経経
営営
にに
取取
組組
むむ
企企
業業
のの
文文
化化

経
営
者
は
、
企
業
観
を
持
っ
て
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
企
業
観
と
は
、

経
営
者
個
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
り
、
何
が
正
し
い
と
は
言
い
に
く
い

企
業
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
は
、
日
本
語
に
な
り
に
く
い

が
、
企
業
を
支
え
て
い
る
「
普
遍
的
統

一
性
」
と
で
も
訳
し
た
い
。
技
術
経
営

を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
経
営
の
基
礎
と
な

る
企
業
文
化
と
は
何
か
を
学
ぶ
。

企
業
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

敬愛大学の経済学部経営学科での寄付講座「経営シミュレーション（西河技術経営学入門）」の第４期目となる講義は、４月
13日から対面で始まった。今期から、国際学部の「入門経済学」も担当し、同時並行的に講座が進められている。履修登録
をした受講生は、経済学部が27名、国際学部が49名の合計76名である。受講生の4割は、アジアからの留学生である。
教科書に『西河「技術経営学」入門（芙蓉書房）』を使って、序章を含めて15章を章単位で講義を進める。小平和一朗専務理

事が特別講師となって講座に取組む。西河洋一理事長が特別講師で「西河技術経営学のルーツを探る」を担当、淺野昌宏
理事と杉本晴重顧問がゲストスピーカーを務め、それぞれが2講座ずつ担当する。

22002211..44..1133～～22002211..77..2200

技術経営学を入門経営学として学ぶ 企企
業業
はは
人人
なな
りり
、、
日日
本本
企企
業業
のの
現現
場場
にに
はは
、、

技技
術術
力力
にに
優優
れれ
たた
質質
のの
高高
いい
作作
業業
者者
がが
いい
るる

西河技術経営学入門（第４期）講座

図図３３ 経経営営学学・・技技術術経経営営学学・・ビビジジネネスス事事例例

敬敬愛愛大大学学・・経経済済学学部部経経営営学学科科、、国国際際学学部部

経 営 学

技術経営学

ビジネス事例

文理融合

実理融合 ：：実実務務・・理理論論
（（経経営営シシミミュュレレーーシショョンン））

：：文文系系・・理理系系
（（入入門門経経営営学学））

敬
愛
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
講
義

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

図
３
に
示
す
よ
う
に
、
中
心
に
技
術

経
営
学
が
あ
っ
て
、
前
後
に
経
営
学
が

あ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
経
営
学
と
技
術
経
営
学
と
の
関

係
を
「
文
理
融
合
」
と
い
い
、
技
術
経

営
学
と
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
関
係
を
「
実

理
融
合
」
と
整
理
し
て
い
る
。

今
回
は
、
２
日
目
の
「
企
業
文
化
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
３
日
目
の
「

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り
」
の
講
義
の

概
要
を
報
告
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
技
術
経
営
の

基
礎
中
の
基
礎
で
あ
る
。
お
金
儲
け
の

仕
組
み
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

市
場
づ
く
り
は
大
切
で
あ
る
。
顧
客

を
明
確
に
し
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
て
市
場
の
誰
が
お
金
を
払
っ
て
く

れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
ビ
ジ

ネ
ス
と
な
る
。
（
図
４
）

経
営
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
「
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
顧
客
・
市
場
」
と
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会会
社社
利利
益益
とと
社社
員員
のの
幸幸
福福
をを
実実
現現

日
本
の
企
業
の
多
く
は
、
経
営
の
中

心
に
社
員
を
置
い
て
い
る
。
米
国
型
の

企
業
の
多
く
は
経
営
の
中
心
に
株
主
を

置
い
て
い
る
。
日
本
で
は
大
学
を
卒
業

す
る
と
就
職
を
す
る
と
い
い
な
が
ら
、

会
社
選
び
を
し
て
就
社
す
る
。
職
種
は

ど
う
で
も
良
く
、
良
い
会
社
に
入
る
こ

と
が
目
的
に
な
っ
て
い
る
。
終
身
雇
用

を
前
提
と
し
た
会
社
選
び
を
、
能
力
主

義
と
言
い
な
が
ら
今
も
し
て
い
る
。

日
本
の
経
営
者
は
事
業
撤
退
の
時
、

リ
ス
ト
ラ
と
い
わ
れ
る
従
業
員
の
削
減

を
避
け
て
、
職
種
転
換
の
た
め
の
教
育

を
従
業
員
と
共
に
取
り
組
む
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
日
本
的
な
良
さ

を
失
い
つ
つ
あ
る
が
、
従
業
員
重
視
の

経
営
は
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
企
業
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
。

従従
業業
員員
をを
大大
切切
にに
すす
るる
日日
本本
型型
経経
営営

日
本
の
多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で

き
た
日
本
型
経
営
で
は
、
従
業
員
を
大

切
に
す
る
経
営
に
取
組
ん
で
き
た
。

海
外
投
資
家
か
ら
は
、
株
主
重
視
の

経
営
を
求
め
ら
れ
る
。
企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
状
況
下
で
、

社
員
の
幸
福
を
追
求
す
る
経
営
の
重
要

性
を
説
き
、
い
か
に
継
続
的
に
日
本
的

経
営
の
良
さ
を
維
持
す
る
か
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
。

日日
本本
型型
経経
営営
にに
取取
組組
むむ
企企
業業
のの
文文
化化

経
営
者
は
、
企
業
観
を
持
っ
て
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
企
業
観
と
は
、

経
営
者
個
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
り
、
何
が
正
し
い
と
は
言
い
に
く
い

企
業
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
は
、
日
本
語
に
な
り
に
く
い

が
、
企
業
を
支
え
て
い
る
「
普
遍
的
統

一
性
」
と
で
も
訳
し
た
い
。
技
術
経
営

を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
経
営
の
基
礎
と
な

る
企
業
文
化
と
は
何
か
を
学
ぶ
。

企
業
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

敬愛大学の経済学部経営学科での寄付講座「経営シミュレーション（西河技術経営学入門）」の第４期目となる講義は、４月
13日から対面で始まった。今期から、国際学部の「入門経済学」も担当し、同時並行的に講座が進められている。履修登録
をした受講生は、経済学部が27名、国際学部が49名の合計76名である。受講生の4割は、アジアからの留学生である。
教科書に『西河「技術経営学」入門（芙蓉書房）』を使って、序章を含めて15章を章単位で講義を進める。小平和一朗専務理

事が特別講師となって講座に取組む。西河洋一理事長が特別講師で「西河技術経営学のルーツを探る」を担当、淺野昌宏
理事と杉本晴重顧問がゲストスピーカーを務め、それぞれが2講座ずつ担当する。

22002211..44..1133～～22002211..77..2200

技術経営学を入門経営学として学ぶ 企企
業業
はは
人人
なな
りり
、、
日日
本本
企企
業業
のの
現現
場場
にに
はは
、、

技技
術術
力力
にに
優優
れれ
たた
質質
のの
高高
いい
作作
業業
者者
がが
いい
るる

西河技術経営学入門（第４期）講座

図図３３ 経経営営学学・・技技術術経経営営学学・・ビビジジネネスス事事例例

敬敬愛愛大大学学・・経経済済学学部部経経営営学学科科、、国国際際学学部部

経 営 学

技術経営学

ビジネス事例

文理融合

実理融合 ：：実実務務・・理理論論
（（経経営営シシミミュュレレーーシショョンン））

：：文文系系・・理理系系
（（入入門門経経営営学学））

敬
愛
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
講
義

が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

図
３
に
示
す
よ
う
に
、
中
心
に
技
術

経
営
学
が
あ
っ
て
、
前
後
に
経
営
学
が

あ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
経
営
学
と
技
術
経
営
学
と
の
関

係
を
「
文
理
融
合
」
と
い
い
、
技
術
経

営
学
と
ビ
ジ
ネ
ス
事
例
の
関
係
を
「
実

理
融
合
」
と
整
理
し
て
い
る
。

今
回
は
、
２
日
目
の
「
企
業
文
化
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
３
日
目
の
「

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り
」
の
講
義
の

概
要
を
報
告
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
技
術
経
営
の

基
礎
中
の
基
礎
で
あ
る
。
お
金
儲
け
の

仕
組
み
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

市
場
づ
く
り
は
大
切
で
あ
る
。
顧
客

を
明
確
に
し
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

対
し
て
市
場
の
誰
が
お
金
を
払
っ
て
く

れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
ビ
ジ

ネ
ス
と
な
る
。
（
図
４
）

経
営
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
「
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
顧
客
・
市
場
」
と
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経
営
者
は
、
主
要
な
会
計
数
値
を
記

憶
し
て
お
く
。
常
に
収
支
に
関
わ
る
主

要
な
売
上
と
共
に
経
費
の
80
％
を
占

め
る
経
費
項
目
の
数
値
を
頭
の
中
に
入

れ
て
管
理
す
る
。
会
社
の
息
遣
い
が
数

値
か
ら
見
え
て
く
る
。

経
理
と
経
営
と
は
違
う
。
管
理
数
値

の
桁
数
は
い
ら
な
い
。
２
桁
で
良
い
。

そ
の
増
減
を
記
憶
し
て
経
営
を
す
る
。

人人
・・
モモ
ノノ
・・
金金
・・
情情
報報
・・
時時
間間

経
営
が
分
か
っ
て
く
る
と
「
人
・
モ

ノ
・
金
・
情
報
・
時
間
」
と
い
う
５
要

素
が
気
に
な
る
。
５
つ
が
準
備
で
き
て

ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る
。

人
を
集
め
る
。
人
材
で
な
く
て
、
財

産
で
あ
る
人
財
で
あ
る
。
財
産
だ
か
ら

人
を
大
切
に
し
、
人
に
投
資
す
る
。

次
に
必
要
な
設
備
（
モ
ノ
）
を
計
画

す
る
。
事
業
を
取
り
組
む
上
で
の
資
金

を
試
算
し
、
金
が
準
備
で
き
た
段
階
で

ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
る
。

情
報
、
時
間
と
い
う
資
源
は
、
企
業

規
模
に
関
わ
ら
ず
、
比
較
的
平
等
に
与

え
ら
れ
て
い
る
。
聞
く
こ
と
は
重
要
だ

が
聞
き
過
ぎ
る
と
何
事
も
遅
れ
る
。

情
報
入
手
を
報
道
（
他
人
）
だ
け
に

頼
る
な
。
マ
ス
コ
ミ
は
結
果
を
追
う
。

３
現
主
義
（
現
場
、
現
物
、
現
実
）
。

現
場
に
立
っ
て
自
分
の
目
で
情
報
を
集

め
る
。
顧
客
目
線
で
顧
客
に
会
う
。
顧

客
は
情
報
源
で
あ
る
。

部
下
と
の
間
で
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（

報
告
、
連
絡
、
相
談
）
を
怠
ら
な
い
。

見
方
に
よ
っ
て
全
然
違
う
情
報
に
見

え
る
。
自
分
の
行
動
で
掴
ん
だ
情
報
と

の
ス
リ
合
わ
せ
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
常
識
に
こ
だ
わ
る
と
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ビ
ジ
ネ
ス
は
作
れ

な
い
。
自
分
自
身
の
感
性
を
研
ぎ
澄
ま

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
お
金
（
収
益
モ
デ
ル
）
」
と
い
う
３

要
素
を
語
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
とと
はは
何何
かか

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
っ
て
、
顧
客
の
い
る
市
場
に
出
し

て
、
売
り
上
げ
て
お
金
に
変
換
す
る
こ

と
で
あ
る
。

事
業
運
営
の
費
用
で
あ
る
販
売
費
・

一
般
管
理
費
と
製
造
原
価
を
足
し
た
も

の
よ
り
も
売
上
が
大
き
く
な
っ
て
い
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
金
に
換

え
て
、
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来

て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
評
価
さ
れ
る
。

経経
営営
管管
理理
数数
値値
にに
桁桁
数数
はは
いい
らら
なな
いい

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
に
、
会

計
数
値
に
よ
る
管
理
が
あ
る
。

（注６） ホームページ（http://eufd.org）の研究会 /調査研究報告 /『連載：知的戦略』に後日掲載

（注７）CNS-科技日報 /JCM/AFPBBNews（2021.3.28）掲載より要約

（注８）CRIonline（2021.4.12）より抜粋 （注９）ニュー：㈱NeU（東北大学＋日立ハイテクによる脳科学カンパニー）

西河技術経営学入門（第４期）講座

図図４４ ビビジジネネススモモデデルルととはは何何かか
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日日本本パパテテンントトデデーータタササーービビスス（（株株）） 弁弁理理士士 石石塚塚 利利博博

中
国
で
急
拡
大
す
る
Ａ
Ｉ
研
究
、
特
許

知知財財戦戦略略１１
米
中
の
覇
権
争
い
が
ニ
ュ
ー
ス
の
通

り
凄
ま
じ
い
。
科
学
技
術
の
分
野
で
も

中
国
の
凄
ま
じ
い
追
い
上
げ
で
あ
る
。

中中
国国
のの
研研
究究
開開
発発
費費
のの
急急
拡拡
大大

昨
年
の
中
国
の
研
究
費
は
40
兆
円
を

超
え
た
。
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、

中
国
の
20
年
の
研
究
開
発
費
は
約
40
兆

６
千
億
円
で
、
前
年
比
10
・
3
％
増
加
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
２
・
３
％
に
比
べ
大
幅
増
加
、

基
礎
研
究
費
は
同
12
・
6
％
増
の
約
２

兆
５
千
億
円
。
Ａ
Ｉ
、
宇
宙
開
発
、
半

導
体
な
ど
注
力
し
て
い
る(

注
７
）
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
経
産
省
の
資
料

に
よ
る
と
金
額
で
約
三
分
の
一
、
伸
び

率
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
最
下
位
レ
ベ
ル
。

中中
国国
はは
ＡＡ
ＩＩ
特特
許許
出出
願願
件件
数数
でで
世世
界界
一一

「
中
国
Ａ
Ｉ
発
展
報
告
20
20
」
に
よ

る
と
、
過
去
10
年
間
の
世
界
の
Ａ
Ｉ
関

連
の
特
許
出
願
件
数
は
約
52
万
件
、
中

国
が
約
39
万
件
で
世
界
全
体
の
約
75
％

を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
分
野
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
人
材
の
数
は
、
ア
メ
リ
カ
が
１
２
４

４
人
と
最
も
多
く
、
中
国
は
１
９
６
人

で
第
２
位
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
は
自
然
言
語
処
理
、

チ
ッ
プ
技
術
、
機
械
学
習
な
ど
10
以
上

の
Ａ
Ｉ
サ
ブ
分
野
の
科
学
研
究
産
出
レ

ベ
ル
で
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る

（
注
８
）
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
、
大
学
教
育
を

含
め
て
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
で

は
、
日
本
は
蚊
帳
の
外
状
態
で
あ
る
。

中
国
の
特
許
の
質
が
更
に
向
上
す
る
の

も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
立
ち

遅
れ
は
歴
然
で
あ
る
。

４
月
に
青
海
で
開
催
さ
れ
て
い
た

Ａ
Ｉ
人
工
知
能
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
Ａ
Ｉ
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
展
示
会
場
の

中
心
に
一
番
大
き
な
ブ
ー
ス
を
出
展
し

て
い
た
の
は
、
何
と
Ｈ
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｅ
Ｉ
で

あ
っ
た
。

地地
道道
なな
研研
究究
活活
動動

大
学
か
ら
の
友
人
が
、
昨
年
連
名
で

ネ
イ
チ
ャ
ー
に
生
命
発
生
に
係
る
論
文

が
掲
載
さ
れ
た
。
教
え
子
が
10
年
以
上

執
念
で
地
道
に
研
究
し
た
成
果
と
の
こ

と
。
将
来
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
可
能
性
も
あ

る
と
の
話
で
楽
し
み
で
あ
る
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
研
究
者

は
、
中
国
か
ら
多
額
の
収
入
で
ヘ
ッ
ド

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
と
の
話
も
聞
い

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
大
村
先
生
の
よ
う
に
特

定
分
野
で
地
道
に
研
究
す
る
し
か
な
い

よ
う
に
思
う
。

地地
道道
なな
知知
財財
活活
動動

日
立
ハ
イ
テ
ク
時
か
ら
関
わ
っ
て
い

た
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
脳
の
血
流
変

化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
可
能
）
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ニ
ュ
ー
（
注
９

）
は
、
東
北
大
が
主
に
出
資
し
て
お
り

脳
ト
レ
で
高
名
な
川
島
隆
太
教
授
も
Ｃ

Ｔ
Ｏ
で
参
画
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
処

理
、
ア
プ
リ
等
の
特
許
網
を
地
道
に
構

築
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ボ
ケ
防
止
や
脳
科
学
な
ど
で
、
今
後

グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
す
る
と
確
信
し
て

い
る
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
、
特
定
分
野
で

地
道
に
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を
目
指
す
し
か

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日日本本はは、、特特定定分分野野でで地地道道にに研研究究すするる

注６

商 品

・サービス
お金

具体的顧客
（市 場）

売売上上

売上

製造原価

販管費

利 益

（注）販管費：販売費・一般管理費

価価格格

想定顧客名（確率：確定、予定、開拓）

収収益益モモデデルル

情情
報報
はは
資資
源源
でで
ああ
るる

7 Earnest Vol.09 No.3 April 20.2021 

敬敬愛愛大大学学・・技技術術経経営営学学

経
営
者
は
、
主
要
な
会
計
数
値
を
記

憶
し
て
お
く
。
常
に
収
支
に
関
わ
る
主

要
な
売
上
と
共
に
経
費
の
80
％
を
占

め
る
経
費
項
目
の
数
値
を
頭
の
中
に
入

れ
て
管
理
す
る
。
会
社
の
息
遣
い
が
数

値
か
ら
見
え
て
く
る
。

経
理
と
経
営
と
は
違
う
。
管
理
数
値

の
桁
数
は
い
ら
な
い
。
２
桁
で
良
い
。

そ
の
増
減
を
記
憶
し
て
経
営
を
す
る
。

人人
・・
モモ
ノノ
・・
金金
・・
情情
報報
・・
時時
間間

経
営
が
分
か
っ
て
く
る
と
「
人
・
モ

ノ
・
金
・
情
報
・
時
間
」
と
い
う
５
要

素
が
気
に
な
る
。
５
つ
が
準
備
で
き
て

ビ
ジ
ネ
ス
と
な
る
。

人
を
集
め
る
。
人
材
で
な
く
て
、
財

産
で
あ
る
人
財
で
あ
る
。
財
産
だ
か
ら

人
を
大
切
に
し
、
人
に
投
資
す
る
。

次
に
必
要
な
設
備
（
モ
ノ
）
を
計
画

す
る
。
事
業
を
取
り
組
む
上
で
の
資
金

を
試
算
し
、
金
が
準
備
で
き
た
段
階
で

ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
る
。

情
報
、
時
間
と
い
う
資
源
は
、
企
業

規
模
に
関
わ
ら
ず
、
比
較
的
平
等
に
与

え
ら
れ
て
い
る
。
聞
く
こ
と
は
重
要
だ

が
聞
き
過
ぎ
る
と
何
事
も
遅
れ
る
。

情
報
入
手
を
報
道
（
他
人
）
だ
け
に

頼
る
な
。
マ
ス
コ
ミ
は
結
果
を
追
う
。

３
現
主
義
（
現
場
、
現
物
、
現
実
）
。

現
場
に
立
っ
て
自
分
の
目
で
情
報
を
集

め
る
。
顧
客
目
線
で
顧
客
に
会
う
。
顧

客
は
情
報
源
で
あ
る
。

部
下
と
の
間
で
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（

報
告
、
連
絡
、
相
談
）
を
怠
ら
な
い
。

見
方
に
よ
っ
て
全
然
違
う
情
報
に
見

え
る
。
自
分
の
行
動
で
掴
ん
だ
情
報
と

の
ス
リ
合
わ
せ
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
常
識
に
こ
だ
わ
る
と
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ビ
ジ
ネ
ス
は
作
れ

な
い
。
自
分
自
身
の
感
性
を
研
ぎ
澄
ま

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
お
金
（
収
益
モ
デ
ル
）
」
と
い
う
３

要
素
を
語
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
とと
はは
何何
かか

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
作
っ
て
、
顧
客
の
い
る
市
場
に
出
し

て
、
売
り
上
げ
て
お
金
に
変
換
す
る
こ

と
で
あ
る
。

事
業
運
営
の
費
用
で
あ
る
販
売
費
・

一
般
管
理
費
と
製
造
原
価
を
足
し
た
も

の
よ
り
も
売
上
が
大
き
く
な
っ
て
い
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
金
に
換

え
て
、
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来

て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
評
価
さ
れ
る
。

経経
営営
管管
理理
数数
値値
にに
桁桁
数数
はは
いい
らら
なな
いい

経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
に
、
会

計
数
値
に
よ
る
管
理
が
あ
る
。

（注６） ホームページ（http://eufd.org）の研究会 /調査研究報告 /『連載：知的戦略』に後日掲載

（注７）CNS-科技日報 /JCM/AFPBBNews（2021.3.28）掲載より要約

（注８）CRIonline（2021.4.12）より抜粋 （注９）ニュー：㈱NeU（東北大学＋日立ハイテクによる脳科学カンパニー）

西河技術経営学入門（第４期）講座

図図４４ ビビジジネネススモモデデルルととはは何何かか
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中
国
で
急
拡
大
す
る
Ａ
Ｉ
研
究
、
特
許

知知財財戦戦略略１１
米
中
の
覇
権
争
い
が
ニ
ュ
ー
ス
の
通

り
凄
ま
じ
い
。
科
学
技
術
の
分
野
で
も

中
国
の
凄
ま
じ
い
追
い
上
げ
で
あ
る
。

中中
国国
のの
研研
究究
開開
発発
費費
のの
急急
拡拡
大大

昨
年
の
中
国
の
研
究
費
は
40
兆
円
を

超
え
た
。
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、

中
国
の
20
年
の
研
究
開
発
費
は
約
40
兆

６
千
億
円
で
、
前
年
比
10
・
3
％
増
加
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
２
・
３
％
に
比
べ
大
幅
増
加
、

基
礎
研
究
費
は
同
12
・
6
％
増
の
約
２

兆
５
千
億
円
。
Ａ
Ｉ
、
宇
宙
開
発
、
半

導
体
な
ど
注
力
し
て
い
る(

注
７
）
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
経
産
省
の
資
料

に
よ
る
と
金
額
で
約
三
分
の
一
、
伸
び

率
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
最
下
位
レ
ベ
ル
。

中中
国国
はは
ＡＡ
ＩＩ
特特
許許
出出
願願
件件
数数
でで
世世
界界
一一

「
中
国
Ａ
Ｉ
発
展
報
告
20
20
」
に
よ

る
と
、
過
去
10
年
間
の
世
界
の
Ａ
Ｉ
関

連
の
特
許
出
願
件
数
は
約
52
万
件
、
中

国
が
約
39
万
件
で
世
界
全
体
の
約
75
％

を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
分
野
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
人
材
の
数
は
、
ア
メ
リ
カ
が
１
２
４

４
人
と
最
も
多
く
、
中
国
は
１
９
６
人

で
第
２
位
で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
は
自
然
言
語
処
理
、

チ
ッ
プ
技
術
、
機
械
学
習
な
ど
10
以
上

の
Ａ
Ｉ
サ
ブ
分
野
の
科
学
研
究
産
出
レ

ベ
ル
で
世
界
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る

（
注
８
）
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
、
大
学
教
育
を

含
め
て
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
で

は
、
日
本
は
蚊
帳
の
外
状
態
で
あ
る
。

中
国
の
特
許
の
質
が
更
に
向
上
す
る
の

も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
立
ち

遅
れ
は
歴
然
で
あ
る
。

４
月
に
青
海
で
開
催
さ
れ
て
い
た

Ａ
Ｉ
人
工
知
能
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
Ａ
Ｉ
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
展
示
会
場
の

中
心
に
一
番
大
き
な
ブ
ー
ス
を
出
展
し

て
い
た
の
は
、
何
と
Ｈ
Ｕ
Ａ
Ｗ
Ｅ
Ｉ
で

あ
っ
た
。

地地
道道
なな
研研
究究
活活
動動

大
学
か
ら
の
友
人
が
、
昨
年
連
名
で

ネ
イ
チ
ャ
ー
に
生
命
発
生
に
係
る
論
文

が
掲
載
さ
れ
た
。
教
え
子
が
10
年
以
上

執
念
で
地
道
に
研
究
し
た
成
果
と
の
こ

と
。
将
来
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
可
能
性
も
あ

る
と
の
話
で
楽
し
み
で
あ
る
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
研
究
者

は
、
中
国
か
ら
多
額
の
収
入
で
ヘ
ッ
ド

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
と
の
話
も
聞
い

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
大
村
先
生
の
よ
う
に
特

定
分
野
で
地
道
に
研
究
す
る
し
か
な
い

よ
う
に
思
う
。

地地
道道
なな
知知
財財
活活
動動

日
立
ハ
イ
テ
ク
時
か
ら
関
わ
っ
て
い

た
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
脳
の
血
流
変

化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測
定
可
能
）
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ニ
ュ
ー
（
注
９

）
は
、
東
北
大
が
主
に
出
資
し
て
お
り

脳
ト
レ
で
高
名
な
川
島
隆
太
教
授
も
Ｃ

Ｔ
Ｏ
で
参
画
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
処

理
、
ア
プ
リ
等
の
特
許
網
を
地
道
に
構

築
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ボ
ケ
防
止
や
脳
科
学
な
ど
で
、
今
後

グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
す
る
と
確
信
し
て

い
る
。

残
念
な
が
ら
日
本
は
、
特
定
分
野
で

地
道
に
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
を
目
指
す
し
か

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日日本本はは、、特特定定分分野野でで地地道道にに研研究究すするる

注６

商 品

・サービス
お金

具体的顧客
（市 場）

売売上上

売上

製造原価

販管費

利 益

（注）販管費：販売費・一般管理費

価価格格

想定顧客名（確率：確定、予定、開拓）

収収益益モモデデルル

情情
報報
はは
資資
源源
でで
ああ
るる
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連連載載：：アアメメリリカカ経経済済史史にに学学ぶぶ 第第1166回回 「「危危機機のの時時代代」」のの指指導導者者像像 下下斗斗米米 秀秀之之
（注10）

新
年
度
を
迎
え
、
対
面
授
業
が
解

禁
さ
れ
た
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。
変
異
ウ
ィ

ル
ス
の
増
加
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅

れ
な
ど
、
ま
だ
油
断
は
で
き
な
い
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
困
難
な
時

代
に
求
め
ら
れ
る
指
導
者
像
と
は
何

か
。
最
近
出
版
さ
れ
た
『
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
』
（
注

11
）
は
実
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
。
歴
史
学
者
や
政
治
学
者

が
選
ぶ
歴
代
大
統
領
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
ワ
シ
ン
ト
ン
と

並
ん
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
気
を
誇

る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
。
名
門
の
家
に

生
ま
れ
、
過
干
渉
な
母
と
高
齢
な
父

の
も
と
で
育
ち
、
弁
護
士
を
経
て
政

治
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。
世
界
大

恐
慌
と
第
二
次
大
戦
と
い
う
二
つ
の

危
機
に
挑
ん
だ
20
世
紀
を
代
表
す
る

指
導
者
だ
。
大
戦
下
の
酒
豪
チ
ャ
ー

チ
ル
と
の
親
交
の
記
録
は
、
そ
の
後

の
国
際
政
治
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
だ
け
に
、
歴
史
の
舞
台
裏
を
覗
き

見
し
た
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
。

ポ
リ
オ
と
の
闘
病
生
活
や
愛
人
と
の

交
際
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
記
述

も
豊
富
で
読
み
や
す
い
。

ロ

ー

ズ
ヴ

ェ

ル

ト
の

代

名
詞

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
評
価
を
め

ぐ
っ
て
は
論
争
的
だ
。
社
会
保
障
が

整
備
さ
れ
ず
、
飢
え
と
恐
怖
と
が
社

会
に
蔓
延
し
た
時
代
に
、
失
業
者
を

減
ら
し
、
社
会
保
障
を
整
備
し
て
国

民
の
不
安
を
和
ら
げ
た
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
の
功
績
は
大
き
い
。
市
場
経
済

に
対
し
て
国
家
が
大
胆
に
介
入
し
て

国
民
生
活
を
助
け
る
「
大
き
な
政

府
」
は
、
そ
の
後
の
民
主
党
政
権
の

基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
た
。

一
方
で
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
は

場
当
た
り
的
で
一
貫
性
に
欠
き
「
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
な
ん
で
も
試
し
た
」

政
策
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
民
間
需
要
の
不

足
分
を
政
府
が
補
う
こ
と
の
重
要
性

を
説
い
た
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
を
十
分

に
理
解
せ
ず
、
事
業
効
果
の
小
さ
い

財
政
政
策
に
終
始
し
た
。
社
会
的
弱

者
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
１
９

２
０
～
３
０
年
代
に
か
け
て
所
得
分

配
は
変
わ
ら
ず
、
構
造
的
な
不
平
等

は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
際
に
ア

メ
リ
カ
が
大
恐
慌
を
克
服
し
た
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
こ
と
で
あ

る
。
政
治
的
な
判
断
を
優
先
し
、
人

権
の
擁
護
や
人
種
平
等
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
消
極
的
だ
っ
た
と

の
批
判
も
強
い
。

と
は
い
え
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
で
自
分
の
考
え
を
国
民

に
伝
え
、
国
民
を
勇
気
づ
け
た
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
指
導

者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
も
重
な
る
。

そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
政
治

的
な
妥
協
を
繰
り
返
し
、
考
え
方
を

柔
軟
に
変
え
つ
つ
、
実
験
的
な
政
策

に
果
敢
に
取
り
組
む
そ
の
姿
は
、
未

知
の
危
機
と
の
向
き
合
い
方
を
教
え

て
く
れ
る
。
レ
ー
ガ
ン
や
オ
バ
マ
な

ど
、
そ
の
後
の
歴
代
大
統
領
が
ロ
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
「
モ
デ
ル
」
と
し
た

所
以
で
あ
る
。

「
品
位
、
公
正
、
科
学
の
力
」
を

最
優
先
す
べ
き
価
値
と
掲
げ
、
ア
メ

リ
カ
の
理
想
を
語
る
バ
イ
デ
ン
の
姿

は
、
１
９
３
２
年
の
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
佐
藤

は
い
う
（
注
11
）
。
バ
イ
デ
ン
大
統

領
に
は
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
先
送

り
し
た
ア
ジ
ア
系
や
黒
人
に
対
す
る

人
種
差
別
問
題
に
向
け
た
指
導
力
も

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

編編集集後後記記
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西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
８８
期期
生生

緊
急
事
態
宣
言
で
休
塾

し
た
が
、
２
月
10
日
か
ら

遠
隔
講
義
の
形
式
で
再
開

し
た
。

敬敬
愛愛
大大
学学
講講
座座
４４
期期

４
月
13
日
か
ら
対
面
式

で
経
済
学
部
と
国
際
学
部

の
学
生
に
対
し
て
前
期
の

講
義
に
取
組
ん
で
い
る
。

経
済
学
部
は
「
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
西
河
技
術
経
営
学
入
門
）
」
と
題

し
、
国
際
学
部
は
「
入
門
経
営
学
」
と

題
し
て
合
同
で
行
う
。
合
計
76
名
の
学

生
が
履
修
届
を
提
出
し
た
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
入入
門門
講講
座座
・・
沼沼
田田
塾塾

２２
期期
生生
（（
後後
援援
・・
沼沼
田田
市市
））

３
月
27
日
に
開
講
し
た
。
月
２
回
、

土
曜
日
に
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、
一
日
使
っ
て
開
催
す
る
。
今

回
か
ら
、
沼
田
市
が
後
援
し
て
い
る
。

沼
田
の
小
坂
建
設
の
作
業
所
内
事
務

所
を
借
用
し
て
10
回
開
催
し
、
８
月
７

日
に
は
審
査
会
を
行
い
修
了
の
予
定
で

あ
る
。
３
月
末
に
５
名
が
入
塾
し
、
４

月
24
日
か
ら
は
、
更
に
１
名
が
途
中
参

加
を
す
る
。
小
坂
哲
平
社
長
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
予
習
を
実
施
、
質
の
高

い
講
義
が
実
現
で
き
て
い
る
。

（注10） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）

（注11）佐藤千登勢（2021）『フランクリン・ローズヴェルト‐大恐慌と大戦に挑んだ指導者』、中公新書

コ
ロ
ナ
禍
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
の
外
部
要
因
で
あ
る
。
経
営

は
そ
の
環
境
を
前
提
に
取
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
約
条

件
だ
ら
け
で
あ
る
が
、
そ
の
環

境
下
で
の
新
た
な
要
求
も
出
て

く
る
。

先
進
性
を
失
っ
た
日
本
の
姿
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
問
題

で
あ
る
。
政
府
の
指
導
性
を
問
わ
れ
る

が
、
小
生
を
含
め
た
、
右
も
左
を
も
含

め
た
日
本
人
の
能
力
低
下
が
問
題
だ
。

一
つ
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
情
報

通
信
で
は
先
端
を
い
っ
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
た
が
、
中
小
の
Ｄ
Ｘ
問
題
、

小
学
生
の
遠
隔
授
業
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
の
丸
投
げ
な
ど
、
日
本
の
後
進
性

が
顕
著
に
な
っ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も
、
虚
偽

の
認
識
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
る
。
人
を
一

つ
の
番
号
で
管
理
す
る
の
で
、
情
報
の

一
元
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
分
散
管
理

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
い
。

一
枚
で
保
険
証
に
も
、
運
転
免
許
証

に
も
、
住
民
票
に
も
、
国
籍
な
ど
に
な

る
。
ま
さ
に
身
元
確
認
に
使
え
る
の
で

あ
る
。
問
題
は
、
管
理
す
る
官
僚
へ
の

信
頼
で
あ
る
。
信
頼
を
失
っ
て
は
、
普

及
し
な
い
。

（
小
平
和
一
朗
）


